移住労働者と連帯する全国フォーラム・東海２０１１

第３回実行委員会ブレインストーミング記録

日時：２０１０年９月４日(土)　１４時～

場所：働く人の家

　先日行われた第３回実行委員会で皆さんに色紙に書いていただき、模造紙に張り出した内容の記録です。
≪全体会≫
1　リーマンショックと移住労働者

・リーマンショック以降の外国人労働者の現況と多文化共生
パネラー

①姜宗？？　韓民族併合100年問題　
②ＡＴU（若月、猿田）　愛知の現状

③外国人労働者の組織化　なごやふれあいユニオン、ユニオンみえ

④女性・地域　ＦＭC、駆け込み女性センター愛知
各民族の歌、踊り、料理（交流会）

・外国人労働者の現況と多文化共生

・多文化共生と差別禁止

2
・東海地区に住む外国人から組織、特長的な問題をスピーチしてもらう。

　ＦＭＣとか、保見団地とか（どういう団体があるか把握しているわけじゃありませんが・・・）

・Let’s migrant speak out!  And listen.

3　外国人コミュニティ

・経済危機が地域の外国人コミュニティに与えた影響を明らかにするパネルディスカッション
4　地域の現状

地域の現状がわかるシンポジウム
東海だけではなく、東北、関西、九州などでかかえている問題について話してもらう。
5　多文化共生政策
・シンポジウム　共生社会は？

・多文化共生　15年から行政の政策を見直す

・共生を創る連帯運動

6　パフォーマンス
・踊りなんか

・移住労働者自身のパフォーマンス（訴えと歌、ダンスetc）

・真の共生社会を築くためにパネルディスカッション（日本の若者も含めた各国労働者による）

7　韓国の政策との比較

　シンポジウム

多文化家族法を制定した韓国に学ぶ。

制定に関わった人（学者、議員など）または施行された後の状況を報告してくれるNGO,NPOの人々を招く。お金はかかるけど・・・。

8　福祉

移住者と福祉

日本制度がどのように移住者に開かれているのか、いないのか、福祉から日本政府のあり方を問う。

9　入管法改正

改正外国人登録法の問題

10　その他

専門家による講演

政治上の問題　難民受け入れ　労働力として　
世界的なすう勢（移民について）

排他？　融和？

≪分科会テーマ≫
1　女性（DV、定住化）

　・移住女性と結婚、暴力（DV）

　・移住女性　定住化の困難

　・移住女性の生活支援とネットワーク

　・移住女性と福祉

　・結婚している移住女性が直面する困難（家族関係、経済、法律、文化）

　・移住女性とDV

　　　　・移住女性　結婚移住などで定住化が進む中で移住女性が直面する問題の解決

　　　　　→国の施策の提案・行動　どのような「多文化共生社会」を作るのかの議論

　　　2　外国人当事者自助組織
　　　　・在日外国人自助組織の状況

　　　　・人権　当事者（フィリピン、ラテンアメリカ、ブラジル、その他）からの諸問題
・組織　移住労働者が地域の中でどのような組織を作って活動しているのか。

その組織と日本人がどのような関わりを持っているのか。また持っていくべきかを話し合う。

　・当事者の声が（性別、年齢、出身地ごとに）聞くことができる機会が欲しい。

　・当事者が現状を一般の人にひたすら訴える分科会。アピール＆アピール

3　労働（難民）
　・トヨタと向き合うATU（全トヨタ労働組合）のたたかい

　・Rules and condition of foreigner
・Applying for work are very stuict ？？？？
　　　　　　　・労働　移住労働者がどのような条件下におかれているのか、また問題を解決していく
　　　　ためには、どのようにしていったらいいのかを議論　
　・中国人研修生、実習生の実態、現状　どのような労働環境にあるか？

　　残業時間、酷使の現状、賃金の現状　現状認識
　・研修生制度は現状のままでいいか？改善点はあるか？
　　研修生制度は必要なのか？（悪の温床？）　　問題点　　改善
　・労働組合、ユニオンの活動、連携

　・実習生を労働組合（ユニオン）の組合員として組織化

　　実習生に対する意識の植え付けをとうするか？

　・階層社会トヨタで働くということ

4　子供、教育

　・（移住してきた）二世についての支援（教育、就労、精神的）

　・児童労働

　・子供の貧困、青少年の就職を扱う分科会

　・外国につながる子供の支援

5　入管

　・入国管理センターの実態　東日本、西日本、名古屋の比較

　・出入国在留管理

　・在留特別許可

6　啓発啓蒙

　・外国人労働者への労働安全衛生啓発活動

　・大学教育と外国人問題　「実習」の授業を使って

7　ケースワーク

　・外国人支援と専門家・制度化の必要性

　・外国人とケースワーク

8　参政権

　・外国人参政権

9　行政

　・行政職員と外国人と法律家と支援者が各種課題を公開の場で議論する。

10　政策

　・移民政策

11　いろいろ

　・Women’s Issue

  ・Marriage Migrantion

　・Nationality and Citizenship

　・出入国・在留管理

　・労働

　・難民

　・医療

　・教育

　・研修・実習

　・在留特別許可

　・社会参画

　・NPO、NGOと自治体の協働

　・差別禁止と人権侵害救済

　・仮放免者、（刑務所）出所者の生存権確保について

　・日系南米人の将来と老後生活について

　・無保険者の医療問題

　・在留資格について

　・体制を糾弾するだけでなく議論を深く

言いっぱなしの会になりがちなので、問題の本質が見えてこないことが多い。

研修生問題でもユニオン、協同組合そして受け入れ企業と様々なステークホルダーが
ディベートすることで問題が見えてくるような気がします。

宝塚の事件のような日本人のいじめられっ子とブルジル人の子が共依存で起こした
事件、男の子でもふえている。成長過程で適切なケアを受けなかったことで適応障害、発達障害的な要素を持った子が増加している。

医療を2つに分けて

(記録：成田　博厚)
